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【
う
ら
へ
続
く
】

　

残
業
代
ゼ
ロ
（
高
度

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制

度
）
法
案
。「
連
合
が
修

正
を
提
案
し
容
認
す
る
方

針
に
転
じ
た
」「
連
合
本

部
に
抗
議
デ
モ
が
押
し
寄

せ
た
」「
今
で
も
労
働
者

は
成
果
を
求
め
ら
れ
、
長

時
間
・
過
密
労
働
が
蔓
延

し
て
い
る
。
こ
れ
に
お
墨

付
き
を
与
え
る
法
案
は
納

得
で
き
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

技
術
史
料
館
、
夏
休
み

特
別
公
開
。
７
月
27
、
28

日
。
８
月
10
、
17
、
18
、

な
い
安
全
保
障
政
策
へ
と

歩
み
を
始
め
る
よ
う
に
」

と
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
世
界
の
科
学
者
が

集
う
パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会

議
で
も
７
月
７
日
に
、
ダ

ナ
パ
ラ
会
長
ら
３
名
の
連

名
で
、
条
約
採
択
を
歓
迎

す
る
声
明
を
発
表
し
、「
核

兵
器
の
完
全
廃
絶
に
導

く
、
明
確
で
法
的
拘
束
力

の
あ
る
国
際
的
枠
組
み
」

と
評
価
。「
被
爆
者
や
核

実
験
で
影
響
を
受
け
た

人
々
の
な
が
く
一
貫
し
た

努
力
な
し
に
は
実
現
し
な

か
っ
た
」
と
述
べ
、
世
界

的
な
運
動
を
た
た
え
ま
し

た
。

器
禁
止
条
約
採
択
を
歓
迎

す
る
声
明
を
発
表
し
、
こ

れ
に
反
対
す
る
日
本
政

府
に
対
し
、「
日
本
政
府

　

日
本
パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ

会
議
は
７
月
14
日
、
核
兵

核
兵
器
禁
止
条
約
歓
迎

　

核
抑
止
力
か
ら
脱
却
を

　
　

日
本
パ
グ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
会
議
が
声
明

24
、
25
、
31
日
の
い
ず
れ

も
午
後
。「
通
信
技
術
に

興
味
を
持
っ
て
く
れ
る

子
ど
も
が
増
え
る
と
嬉
し

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

加
計
学
園
疑
惑
。「
14

日
、
京
産
大
が
獣
医
学
部

断
念
の
理
由
は
平
成
30
年

４
月
開
学
と
公
表
し
た
」

「
開
学
期
限
は
予
期
せ
ぬ

　

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
制
度
は
、
一
定
の
専

門
職
に
つ
い
て
労
働
時
間

規
制
を
外
し
、
残
業
代
も

払
わ
な
く
て
す
む
制
度
、

す
な
わ
ち
「
残
業
代
ゼ
ロ

法
案
」
で
過
労
死
促
進
法

案
と
も
い
う
べ
き
も
の
で

す
。

　

政
府
は
財
界
の
要
求
を

う
け
、
こ
れ
ま
で
何
度
も

名
前
を
変
え
て
導
入
を
目

論
ん
で
き
ま
し
た
が
、
労

働
界
が
一
致
し
て
反
対

し
、
断
念
に
追
い
込
ま
れ

て
き
ま
し
た
。

　

政
府
は
今
回
「
働
き

方
改
革
」
の
な
か
で
こ
の

「
残
業
代
ゼ
ロ
」
制
度
の

導
入
を
目
指
し
て
き
ま
し

た
が
、
13
日
連
合
の
神
津

会
長
は
修
正
を
前
提
に
条

件
付
き
容
認
を
表
明
、
こ

れ
を
受
け
て
安
倍
首
相
は

制
度
の
骨
格
は
変
え
な
い

で
、「
年
間
１
０
４
日
以

上
の
休
日
取
得
」
を
義
務

づ
け
る
修
正
を
表
明
し
ま

し
た
。

　

こ
の
修
正
案
に
連
合
傘

下
の
組
合
か
ら
反
対
意
見

が
相
次
ぎ
、
過
労
死
遺
族

や
労
働
者
、
市
民
、
弁
護

士
な
ど
か
ら
も
反
対
の
声

が
急
速
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。

　

１
０
４
日
の
休
日
と

は
、
週
休
２
日
で
も
、
あ

と
は
祝
日
も
盆
も
正
月
も

関
係
な
く
週
５
日〝
働
か

せ
放
題
〞に
で
き
、
過
労

死
の
危
険
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
過
労
死
を
促
進
す
る

よ
う
な
法
案
を
許
す
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。

「
残
業
代
ゼ
ロ
」
法
案
の

 

導
入
ゆ
る
す
な

　

修
正
し
て
も
過
労
死
危
険
変
わ
ら
な
い

条
件
だ
っ
た
よ
う
だ
」「
１

年
３
ヵ
月
で
土
地
や
建

物
、
教
授
の
確
保
な
ど
所

詮
無
理
な
話
だ
」

×　
　
　
　

×

　
「
日
本
獣
医
師
会
が
山

本
大
臣
と
の
面
会
記
録
を

公
表
し
た
」「
決
定
の
２

ヵ
月
前
に
加
計
と
決
ま
っ

て
い
る
よ
う
な
説
明
を
受

け
た
と
い
う
」「
大
臣
は

は
こ
の
条
約
へ
の
参
加
を

真
剣
に
検
討
す
べ
き
で
あ

る
」「
核
抑
止
に
依
存
し

否
定
す
る
が
、
メ
モ
は
廃

棄
、
話
に
な
ら
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
安
倍
首
相
出
席
で
の

集
中
審
議
が
24
日
に
決
ま

っ
た
」「
自
民
は
野
党
の
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

原水爆禁止2017 年世界大会・科学者集会 in 高知
核兵器禁止条約の締結と核被災者の救済を目指して

■集会：2017 年 7 月 30 日（日）10:00 ～ 17:00

　　　　高新文化ホール（高知新聞放送会館東館 7階）

■高知の戦争遺跡を巡るフィールドワーク

　　　　　　7 月 31 日（月）9:00 ～ 12:30

■主催：2017 年原水爆禁止世界大会・科学者集会in 高知実行委員会

質
問
時
間
を
少
な
く
す
る

こ
と
を
ご
り
押
し
し
た
」

「
丁
寧
に
説
明
と
言
い
な

が
ら
姑こ
そ
く息
だ
」「
自
公
は

加
計
氏
と
安
倍
昭
恵
氏
の

出
席
を
拒
否
し
た
」「
一

番
の
当
事
者
な
の
に
お
か

し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
野
原
重
明
氏
死
去

（
18
日
）。「
１
０
５
歳
だ

っ
た
」「
子
ど
も
達
に
命

の
大
切
さ
を
伝
え
て
い

た
」「
戦
争
反
対
を
事
あ

る
ご
と
に
訴
え
続
け
た
」

    

×　
　
　
　

×

　

大
相
撲
、
白
鵬
が
通
算

１
０
４
８
勝
、
単
独
１
位

に
（
21
日
）。「
す
ご
い
。

昨
年
の
け
が
を
乗
り
越
え

て
の
偉
業
達
成
だ
」「
人

一
倍
稽
古
熱
心
だ
」「
歴

田
市
で
発
見
さ
れ
た
」「
港

湾
エ
リ
ア
以
外
の
内
陸
部

で
の
発
見
は
２
例
目
だ
」

「
東
京
、
神
奈
川
、
愛
知
、

大
阪
、
兵
庫
と
合
わ
せ
６

都
府
県
に
な
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

18
日
、
東
京
で
ゲ
リ
ラ

豪
雨
。「
雷
、
雨
、
風
が

す
ご
か
っ
た
」「
豊
島
区

や
北
区
で
大
粒
の
雹
ひ
ょ
う
が
降

っ
た
」「
山
手
線
が
一
時

運
転
を
見
合
わ
せ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

19
日
、
関
東
が
梅
雨
明

け
。「
梅
雨
明
け
前
か
ら

練
馬
区
や
青
梅
市
な
ど
で

猛
暑
日
を
記
録
し
た
」「
市

民
プ
ー
ル
は
連
日
、
親
子

　

中
国
の
人
権
確
立
の

た
め
非
暴
力
の
闘
争
を
続

け
、
２
０
１
０
年
に
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た

中
国
の
作
家
・
民
主
活
動

家
の
劉
り
ゅ
う
ぎ
ょ
う
は

暁
波
氏
（
61
歳
）

が
13
日
、
多
臓
器
不
全
の

た
め
死
去
し
ま
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
中
国

に
対
し
、
言
論
に
よ
る
体

制
批
判
に
は
言
論
に
よ
っ

て
対
応
す
る
政
治
制
度
へ

の
発
展
が
重
要
だ
と
、
こ

と
あ
る
ご
と
に
伝
え
て

き
ま
し
た
。
志
位
委
員
長

は
14
日
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
、

「
劉
暁
波
氏
の
死
去
に
さ

い
し
、
心
か
ら
の
哀
悼
の

意
を
表
し
ま
す
。
言
論
に

よ
る
体
制
批
判
に
対
し
て

は
、
こ
れ
を
禁
止
す
る
こ

と
な
く
、
言
論
で
対
応
す

べ
き
で
す
。
人
権
問
題
は

単
な
る
『
国
内
問
題
』
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。中
国
は
、

自
ら
も
賛
成
し
た
一
連
の

国
際
的
取
り
決
め
を
遵
守

す
べ
き
で
す
」
と
述
べ
ま

し
た
。

民主活動家　劉暁波氏の死去

人権の国際取り決めを
　　　　中国は遵守すべきだ

　

４
年
ぶ
り
の
「
深
海
」

展
は
、「
生
物
発
光
」、「
巨

大
生
物
」、「
超
深
海
」
な

ど
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る

ほ
か
、
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
の
実
態
に
せ
ま
る

連
れ
で
賑
わ
っ
て
い
る
」

「
21
日
、
関
東
の
水
瓶
が

水
不
足
で
取
水
制
限
が
20

％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
」

「
深
海
と
巨
大
災
害
」、「
深

海
と
資
源
」
な
ど
を
、
映

像
や
Ｃ
Ｇ
な
ど
を
駆
使
し

て
紹
介
し
、
見
ど
こ
ろ
満

載
だ
。

　

深
海
で
は
生
物
が
想
像

を
超
え
た
独
自
の
進
化
を

し
て
い
る
。
巨
大
化
す
る

と
い
う
の
も
不
思
議
だ
っ

た
。
資
源
開
発
で
も
注
目

さ
れ
て
い
る
が
、
乱
開
発

で
生
態
系
や
地
球
環
境
に

悪
影
響
が
な
い
か
心
配
に

な
っ
た
。　
　
（
Ｉ
）

「
深
海
２
０
１
７
」

　

国
立
科
学
博
物
館

　

10
月
１
日
ま
で

　

財
務
省
が
発
表
し
た
決

算
概
要
（
見
込
み
）
に
よ

る
と
、
16
年
度
の
政
府
一

般
会
計
税
収
は
55
・
５
兆

円
で
、
15
年
度
と
比
べ

０
・
８
兆
円
の
減
収
で
し

た
。
基
幹
税
と
さ
れ
る

所
得
税
、
法
人
税
、
消

費
税
の
３
税
す
べ
て
で
減

収
。
と
り
わ
け
減
収
幅
が

大
き
い
の
は
法
人
税
で
、

16
年
度
は
10
・
３
兆
円
で

０
・
５
兆
円
の
減
収
で
す
。

　

最
大
の
要
因
は
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
で
、
法
人
税
を

政
権
発
足
時
の
25
・
５
％

か
ら
段
階
的
に
23
・
４
％

ま
で
の
減
税
を
決
め
た
こ

と
で
す
。
消
費
税
も
、
16

年
度
は
17
・
２
兆
円
で
約

０
・
２
兆
円
の
減
収
で
、

消
費
の
低
迷
を
反
映
し
、

そ
の
き
っ
か
け
は
、
安
倍

政
権
が
14
年
４
月
に
強
行

し
た
消
費
税
増
税
で
す
。

所
得
税
も
０
・
２
兆
円
の

減
少
で
す
。
こ
れ
ら
は
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
も
た
ら
し

た
税
収
減
で
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
税
収
減

　
　
　

法
人
税
０
・
５
兆
円
減

　
　
　

所
得
税
０
・
２
兆
円
減

　
　
　

消
費
税
０
・
２
兆
円
減

特
別
展

　

兵
庫
県
立
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
郷
公
園
が
６
月
19

日
、
１
羽
の
巣
立
ち
を
確

認
。
２
０
０
５
年
に
放
鳥

を
始
め
て
か
ら
、
野
生
復

帰
数
が
１
０
０
羽
に
達
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
46

都
道
府
県
で
飛
来
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
の
天
然
記
念
物
コ

ウ
ノ
ト
リ
は
、
戦
後
の
乱

獲
な
ど
で
生
息
数
が
減
少

し
、
国
内
で
は
１
９
７
１

年
に
野
生
が
い
な
く
な
り

ま
し
た
。
兵
庫
県
で
は
85

年
に
ロ
シ
ア
か
ら
野
生
の

ペ
ア
を
譲
り
受
け
、
人
工

飼
育
し
て
き
ま
し
た
。

コウノトリ

野生復帰１００羽

代
力
士
の
取
り
組
み
ビ
デ

オ
を
見
て
研
究
し
て
い
る

と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ヒ
ア
リ
発
見
相
次
ぐ
。

「
16
日
、
茨
城
県
常
陸
太


